
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-137 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・314 新編 化学 

 

１．編修の基本方針 
 
学習指導要領の目標を中心にし，「化学」の内容と構成およびその取扱いに準じて編集し
た。編集にあたっては，中学校理科や化学基礎で学習した事がらとの間に断絶がないよう
に注意し，化学的に考察する態度と能力を養い，正しい化学的物質観が育成されるように
努めた。 
 
編集のポイントは次の通り。 

（1）基本的事項については，やさしい表現で丁寧に説明をし，身近な現象や身のまわりの

物質から出発して観察や実験を通して原理や法則を理解させ，化学的に考察して処理

する態度と能力が育成されるよう，探究的学習法を重視した。 

（2）物質についての知識や法則が，いたずらに羅列的・暗記的にならないように，豊富な

実例を体系的に整理して取り扱い，化学的に推論し，理解する能力を育てるように努

めた。 

（3）図や写真を豊富に取り入れ，複雑な内容はモデル化し，視覚によって原理や法則を興

味深く学習できるようにした。 

 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
巻頭特集 

日本全国 旅して見つける化学 

 

・日本全国の名産品や景勝地な
どを取り上げ，世の中を化学
的な視点でとらえること，さ
らには伝統や文化を尊重し我
が国と郷土を愛する心を，養
えるようにした（第５号）。 

A～Hページ 

 

第1編 物質の状態 

 

・日常生活の中にコロイドが多
数あることに触れ，化学が生
活に関わることを実感できる
ようにした（第２号）。 

64～65ページ 

第2編 物質の変化 

 

・自動車エンジンの排ガスを浄
化するために触媒が利用され
ていることを取り上げ，科学
技術が環境保全に役立ってい
ることを示した（第４号）。 

・電池には数多くの種類があ
り，その特性を利用してさま
ざまなところで電池が利用さ
れていることを示すことで，
身のまわりの物質を科学的な
視点で見る力を養えるように
した（第１号）。 

114ページ 

 

96～97ページ 

 

 

 

 

 



 

第3編 無機物質 

 

・地球温暖化・オゾン層の破壊
・酸性雨などの環境問題を取
り上げることで，環境への意
識を高めるとともに，それら
の理解と解決に化学が関係し
ていることに気づくように配
慮した（第４号）。 

・セラミックスや合金など，無
機物質が生活に密接に関連し
ていることを扱った（第２
号）。 

173ページ 

 

 

176，190，208 

ページ 

第4編 有機化合物 

 

・洗剤や染料，医薬品，食品と
いった有機化合物が生活に密
接に関連していることを扱っ
た（第２号）。 

253，269，270， 

271ページ 

第5編 高分子化合物 ・導電性高分子や吸水性高分子
をはじめとした高分子化合物
が生活に密接に関連している
ことを扱った（第２号）。 

・プラスチックのリサイクルを
扱い，回収は自治体が主体と
なっていることにも触れ，自
らも参加できる問題であるこ
とを示した（第３号）。 

326ページ 

327ページ 

 巻末資料 ・探究活動について，「何のた
めに行うのか」を明確にし，
「どのように行うのか」を考
えたりする中で，探究心が養
われるように扱った。また，
実験における心構えや注意を
理解して，実験に臨む態度を
養い，危険物についての知識
を身につけるとともに，廃液
処理のような後始末への配慮
にも触れた（第１号）。 

335～336ページ  

 

 

 

 

  
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 

 
① 化学を楽しく学ぶための配慮―――――――――――――――― 

 

【巻頭特集：日本全国 旅して見つける化学】 
・日本全国の名産品や景勝地などを取り上げ，世の中を化学的な視点でとらえることを養

いつつ，楽しみながら（旅行に行った気分を味わいながら）化学を学ぶことができるよ

うにした。 

・修学旅行や部活動の合宿の際に，観光地や土産品に潜んでいる化学を見つけることを目

的・目標の一つにして，その後，話し合い学習や発表につなげることも考えられる。 

 



 

 

 

【編トビラ】 
・「第1編：雪の結晶」，「第2編：燃焼」，「第3編：顔料」，「第4編：数詞」，「第5

編：天然繊維」。見開き2ページを活用してダイナミックに写真を配置し，美しい写真が

引き立つデザインにして，生徒が興味を示すような紙面に仕上げた。 

 



 

 

【章はじめ】 
・章はじめ（全18章）では，世界の観光地を化学的なエピソードをまじえて紹介し，科学

的な興味をもったうえで，その章の学習に臨めるようにした。 

 

 

【巻末付録：化学用語に関連する身近なコトバ】 
・身近にある言葉で，化学用語に関連するものを取り上げた。 

・無意識に使っていたカタカナ語が，実は化学と関連が深いことに気づくことが，化学的

な好奇心を増大させたり，化学英語に興味をもつきっかけになったりすることも期待で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

② 化学を理解しやすくするための配慮――――――――――――― 
 

【わかりやすい図版が豊富】 
・イメージしにくかったり整理するとわかりやすくなったりする内容を，図や表を用いて

わかりやすく示した。 

 

【化学基礎の復習】 
・化学基礎との間の断絶がないように配慮して編集した。特に，1編1章では，固体の構造

（結晶）を学ぶ前に化学結合をおさらいできるようにした。 

 

 

③ 使いやすさの配慮――――――――――――――――――――― 
 
【脚注を利用した繰り返し学習】 
・本文の内容を理解するうえで必須となる内容を脚注に繰り返し掲載し，参照しやす

く，知らず知らずのうちに覚えられるようにした。 

 

・第3編1章では，酸化剤・還元剤のはたらきを示す反応式をページ下部に示した。 

 

【索引】 
・「化学」の範囲ではないものの，確認の機会が生じそうな化学基礎で学習した語句

を，索引で簡単に説明した。 

 



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-137 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・314 新編 化学 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
 

Ⅰ．本書の特色 
 
（1）生徒が理解しやすいように具体的な例を取り上げたり，興味・関心をもって学習が進

められるように日常生活や社会との関連に触れたりしながら，展開するようにした。 
（2）写真や図を多用し，視覚的に理解が図れるように配慮した。 
（3）化学の基本的な概念や原理･法則を理解させるために，それに関連した実験を扱った

り，問いや例題（類題），章末問題を豊富に扱ったりして工夫した。また，必要に応
じて問題にヒントを与えることでスムーズに問題演習を行えるように配慮した。 

（4）化学的に探究する能力と態度を育てるために，本文に関連していて生徒自ら取り組め
るような探究活動を編末に配置した。また，巻末の探究活動の進め方では，その進め
方や実験を行う際の注意事項などをまとめて扱い，生徒が主体的に活動するときに参
照したり，具体的な活動の前に指導したりできるようにした。 

 
 

Ⅱ．本書の特徴的な構成要素 
 

① 間違えやすい漢字 
・間違えやすい漢字を選び出し，イラストを使って漢字の意味をイ

メージ化して頭に入れることで，誤記を避けられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

② ○○に注意 
・混乱を招いたり誤解をしたりしやすい内容を選び出し，注意を促

すとともに丁寧に補足説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

③ Check＆Go（節末の用語整理） 
・各節の最後に，その節で学んだ大事な用語をまとめて掲載し，その節で登場した用語を

確実に覚えた上で次節に進めるようにした。 

 

 

 

④ 重要事項のまとめ 
・重要事項をまとめたページ。複数の要素を比較しながら整理できるように編集した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑤ 集中講座 
・無機物質，有機化合物の知識の総まとめ的な問題を，わかりやすい解説と図版を用いて

解説した。 

 
 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
配当
時数

第1編 物質の状態
第1章
粒子の結合と結晶

(1) 物質の状態と平衡
ア物質の状態とその変化

(ｳ) 固体の構造
結晶格子の概念及び結晶の構造を理解すること。

6ページ
～

26ページ

4

第2章
物質の状態変化

(1) 物質の状態と平衡
ア物質の状態とその変化
(ｱ) 状態変化
物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連付けて理解すること。また，状態
変化に伴うエネルギーの出入り及び状態間の平衡と温度や圧力との関係について
理解すること。

27ページ
～

35ページ

5

第3章
気体

(1) 物質の状態と平衡
ア物質の状態とその変化
(ｲ) 気体の性質
気体の体積と圧力や温度との関係を理解すること。

36ページ
～

47ページ

6

第4章
溶液

(1) 物質の状態と平衡
イ溶液と平衡

(ｱ) 溶解平衡
溶解の仕組みを理解すること。また，溶解度を溶解平衡と関連付けて理解するこ
と。
(ｲ) 溶液とその性質
身近な現象を通して溶媒と溶液の性質の違いを理解すること。

48ページ
～

69ページ

7

探究活動 (1) 物質の状態と平衡
ウ物質の状態と平衡に関する探究活動
物質の状態と平衡に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとともに，化
学的に探究する能力を高めること。

70ページ
～

75ページ

8



 

 

 
 
 
 
 
 
 

第2編 物質の変化
第1章
化学反応と
エネルギー

(2) 物質の変化と平衡

ア化学反応とエネルギー
(ｱ) 化学反応と熱・光

化学反応における熱及び光の発生や吸収は，反応の前後における物質のもつ化
学エネルギーの差から生じることを理解すること。

78ページ
～

90ページ

4

第2章
電池と電気分解

(2) 物質の変化と平衡
ア化学反応とエネルギー

(ｲ) 電気分解
外部から加えた電気エネルギーによって，電極で酸化還元反応が起こることを理解

すること。また，その反応に関与した物質の変化量と電気量との関係を理解するこ
と。

(ｳ) 電池
電池は，酸化還元反応によって電気エネルギーを取り出す仕組みであることを理

解すること。

91ページ
～

105ページ

7

第3章
化学反応の速さ
としくみ

(2) 物質の変化と平衡

イ化学反応と化学平衡
(ｱ) 反応速度

反応速度の表し方及び反応速度に影響を与える要因を理解すること。

106ページ
～

120ページ

5

第4章
化学平衡

(2) 物質の変化と平衡

イ化学反応と化学平衡
(ｲ) 化学平衡とその移動

可逆反応，化学平衡及び化学平衡の移動を理解すること。
(ｳ) 電離平衡

水のイオン積，ｐＨ及び弱酸や弱塩基の電離平衡について理解すること。

121ページ
～

146ページ

8

探究活動 (2) 物質の変化と平衡

ウ物質の変化と平衡に関する探究活動
物質の変化と平衡に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。

147ページ
～

153ページ

8

第3編 無機物質
第1章
非金属元素

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質
(ｱ) 典型元素

典型元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と関連付けて理解すること。
イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活
無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

156ページ
～

177ページ

5

第2章
典型金属元素

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質
(ｱ) 典型元素

典型元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と関連付けて理解すること。
イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活
無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

178ページ
～

191ページ

5

第3章
遷移元素

(3) 無機物質の性質と利用

ア無機物質
(ｲ) 遷移元素

遷移元素の単体と化合物の性質や反応について理解すること。
イ無機物質と人間生活

(ｱ) 無機物質と人間生活
無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解するこ

と。

192ページ
～

209ページ

4

探究活動 (3) 無機物質の性質と利用

ウ無機物質の性質と利用に関する探究活動
無機物質の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるととも

に，化学的に探究する能力を高めること。

210ページ
～

215ページ

8



 

 
 
 

  

第4編 有機化合物
第1章
有機化合物の
分類と分析

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物
(ｱ) 炭化水素

脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連付けて理解すること。
(ｲ) 官能基をもつ化合物

官能基をもつ脂肪族化合物の性質や反応について理解すること。
(ｳ) 芳香族化合物

芳香族化合物の構造，性質及び反応について理解すること。

218ページ
～

225ページ

3

第2章
脂肪族炭化水素

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物
(ｱ) 炭化水素

脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連付けて理解すること。

226ページ
～

235ページ

4

第3章
アルコールと
関連化合物

(4) 有機化合物の性質と利用

ア有機化合物
(ｲ) 官能基をもつ化合物

官能基をもつ脂肪族化合物の性質や反応について理解すること。
イ有機化合物と人間生活

(ｱ) 有機化合物と人間生活
有機化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解す

ること。

236ページ
～

255ページ

5

第4章
芳香族化合物

(4) 有機化合物の性質と利用
ア有機化合物

(ｳ) 芳香族化合物
芳香族化合物の構造，性質及び反応について理解すること。

イ有機化合物と人間生活
(ｱ) 有機化合物と人間生活

有機化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解す
ること。

256ページ
～

278ページ

6

探究活動 (4) 有機化合物の性質と利用
ウ有機化合物の性質と利用に関する探究活動

有機化合物の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとと
もに，化学的に探究する能力を高めること。

279ページ
～

285ページ

8

第5編 高分子化合物
第1章
高分子化合物の特徴

(5) 高分子化合物の性質と利用

ア高分子化合物
(ｱ) 合成高分子化合物

合成高分子化合物の構造，性質及び合成について理解すること。
(ｲ) 天然高分子化合物

天然高分子化合物の構造や性質について理解すること。

288ページ
～

291ページ

1

第2章
天然高分子化合物

(5) 高分子化合物の性質と利用
ア高分子化合物

(ｲ) 天然高分子化合物
天然高分子化合物の構造や性質について理解すること。

292ページ
～

316ページ

12

第3章
合成高分子化合物

(5) 高分子化合物の性質と利用
ア高分子化合物

(ｱ) 合成高分子化合物
合成高分子化合物の構造，性質及び合成について理解すること。

イ高分子化合物と人間生活
(ｱ) 高分子化合物と人間生活

高分子化合物が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解
すること。

317ページ
～

330ページ

9

探究活動 (5) 高分子化合物の性質と利用
ウ高分子化合物の性質と利用に関する探究活動

高分子化合物の性質と利用に関する探究活動を行い，学習内容の理解を深めると
ともに，化学的に探究する能力を高めること。

331ページ
～

334ページ

8

計 140



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-137 高等学校 理科 化学  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化学・314 新編 化学 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数 

141 

 

143 

 

塩の水溶液の水素イオン濃度 

 

緩衝液の水素イオン濃度 

 

１ 

 

1 

内容(2)イ「(ウ) 電離平衡」に関

連 

内容(2)イ「(ウ) 電離平衡」に関

連 

0.5 

 

0.5 

 合 計 1 

 
（「類型」欄の分類について） 

 １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

 ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 


